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日頃より埋蔵文化財の保護・活用に関しまして深いご理解とご協力をいただき厚くお礼申し上げま

す。延岡市教育委員会では、北方町川水流東原地区及び北久保山地区内に所在する埋蔵文化財発掘調査

を実施しました。本書は、その報告書です。

本書の刊行を通しまして、地域の文化財に対する理解と認識が、ますます深まっていくことを願うと

ともに、今回の成果が社会教育・学校教育等で広く活用されれば幸いに存じます。

最後になりましたが、事業の推進にあたってご協力をいただきました市民の皆様をはじめ、ご指導ご

助言をいただきました宮崎県教育委員会文化財課、北方農林課、川水流区、北久保山区など関係機関の

皆様に対し、こころより感謝申し上げます。

延岡市教育委員会

教育長  町田 訓久

例
1.本書は、平成 21年度市道川水流瀬越線道路改良事業に伴い北方建設課の委託を受けて実施した埋

蔵文化財発掘調査の報告書である。

2.調査は、延岡市教育委員会が主体となり、同文化課文化財専門員 小野信彦が担当した。

3,本書に使用した遺構・遺物の実測・トレース・図面作成は、小野信彦、敷石サヨ子、藤本千鳥、森有美、

山本敬子が行なった。

4.現場及び遺物の写真撮影は、小野が行った。空中写真の撮影は、九州航空 (株)が行った。

5,方位は磁北を示し、本書に使用したレベルはすべて海抜高である。

6。 本書の執筆・編集は、小野が行った。

7.本書で使用した写真。図面については、延岡市教育委員会で保管している。

8.出土遺物は、延岡市教育委員会にて保管しており、今後展示公開の予定である。
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Ⅲエ

彗岳 名 称 所  在  地 種 時   代 備 考
1 小原遺跡 板下 1/1ヽ原)成 集落跡 縄文～中世 平成5年確認調査、一部消滅
2 藤の木桑水流遺跡 藤の木 (桑水流)西 集落跡 縄文～中世 平成5年確認調査、一部消滅
3 城遺跡 早上 (城)巳 中世山城 縄文～近世 山城の大部分は削平されている
4 打扇遺跡 早中(打扇)巳 集落跡 旧石器～近世 平成2年～12年調査、一部保存
5 早日渡遺跡 早日渡巳 集落跡 旧石器～近世 平成2年～12年調査、一部保存

矢野原遺跡 蔵田(矢野原)辰 集落跡 旧石器～近世 平成5年調査、一部消滅
7 蔵田遺跡 蔵田辰 集落跡 旧石器～近世 昭和62年～平成5年調査、一部消滅
8 蔵田城 蔵田辰 中世山城 中世 堀等が良好に残る
9 駄小屋遺跡 蔵田(駄小屋)辰 散布地 旧石器～近世
10 殿上遺跡 蔵田(戸の上)辰 散布地・石棺群 旧石器～近世 石棺群は消滅
11 上崎地区遺跡 蔵田(上崎)辰 集落跡 旧石器～近世 平成12年度～19年度まで調査、一部消滅

H水流還跡 川水流卯 集落跡 旧石器～近世 中世山城の可能性、一部消滅
東原還跡 川水流 (東原)卯 散布地 旧石器～近世 一部消滅
南久保山小堀町遺跡 南久保山1/1ヽ堀町)子 集落跡 旧石器～近世 一部消滅
北久保山還跡 北久保山子 散布地 縄文～近世 一部消滅
仲畑城跡 願越 (仲畑)子 中世山城 中世 堀等が残る

17 壱丁鐘遺跡 曽木 (壱丁鐘)子 石棺群 古墳 県指定北方村古墳 1号墳
後曽木遺跡 曽木 (後曽木)子 散布地・石棺群 古墳 県指定北方村古墳3号墳

19 笹原還跡 曽木 (笹原)子 散布地 縄文～近世
20 冒 不 原 慮 明 曽木 (曽木原)子 散布地 旧石器～近世 ―一音「辛肖勒蔑

古城垣跡 曽木 (古城)子 散布地・中世山城 旧石器～近世 一部消滅
黒仁田還跡 曽木(黒仁田)子 散布地 縄文～近世

23 上田下還跡 笠下(上田下)寅 散布地 縄文～近世 一部消滅
岩土北平遺跡 笠下(岩土北平)寅 散布地 旧石器～近世

岩土原還跡 笠下(岩土原)寅 散布地 旧石器～近世 昭和44年南九州短大により調査
26 笠下下原還跡 笠下(下タノ原)寅 散布地 旧石器～近世 下原は通称名

笠下 ゴルフ場遺跡 笠下(塩日外)寅 集落跡 旧石器～近世 一部消滅

2.延 岡市北方町主要遺跡一覧表



1.位置 と歴史的環境

東原遺跡が所在する延岡市北方町は、宮崎県の北部に位置し、南は門川町・美郷町北郷区、西

は西臼杵郡日之影町、北は大分県佐伯市と境を接する。南部を九州山地に源を発する五ヶ瀬川が

流れる。北には1,000m級の大崩山。鬼の目山などの山々が連なる。五ケ瀬川流域や曽木川流域

には、阿蘇溶結凝灰岩の台地や河岸段丘が発達しており、遺跡の大部分が集中する。

東原遺跡の北西には、AT層下位より石核等が出土した矢野原遺跡がある。縄文時代では、矢野

原遺跡、蔵田遺跡等で早期の押型文土器・集石遺構が検出されている。前期では笠下下原遺跡で

轟B式土器・曽畑土器等が、中期では笠下下原遺跡等で船元式土器がしている。後期では菅原洞

穴で鐘ケ崎式土器等が、晩期では南久保山小堀町遺跡で黒色磨研土器が出土している。

弥生時代では、昭和28年に板付 Ⅱ式土器 と思われる土器片が採集されて、宮崎大学に保管さ

れている。後期初頭には瀬戸内系土器の移入も見られる。弥生時代終末期から古墳時代初頭にか

けての竪穴住居跡が、矢野原遺跡、打扇遺跡、蔵田遺跡、早日渡遺跡等で検出されている。

古墳時代では、後期の箱式石棺が殿上、矢野原、駄小屋、後曽木等で発見されている。昭和 12年

に県指定史跡となった『北方村古墳』も、後期箱式石棺群の一つである。

古代では、速 日峰地区遺跡や南久保山小堀町遺跡等で、若千の遺物が出土 している程度であ

る。中世になると、町内各地で六地蔵や五輪塔等が散見される。中世山城跡 として、蔵田城や仲

畑城があるが、笠下遺跡等では祭祀遺構が検出され、備前焼のすり鉢や明銭等が出土 している。

近世は延岡落領となり、木炭生産や鉱山開発が盛んに行われ、明治新政府へと引き継がれた。

2.調査 に至 る経緯

北方建設課では、平成 17年度か ら実施 している村づ くり交付金事業の内、市道川水流猥

越線の改良工事を計画 し、工事予定地内の埋蔵文化財についての照会を、平成20年 7月 10

日付けで延岡市教育委員会に行った。工事予定地内の確認調査を行なった結果、遺跡 と判断

された。その後協議を重ね、工事着手前に本調査を実施することになった。

本調査は平成21年 8月 3日 から9月 30日 にかけて実施 し、引き続き整理作業及び報告書作

成作業に入った。

3.調査の組織

調査の組織は、以下の通りである。

調査主体 延岡市教育委員会

教育長

文化課長

I.

町田 司‖久

渡邊 博吏

は じ め に

教育部長     笠江 孝一

文化課課長補佐  大島 紀世子

庶務担当

調査担当

調査指導

調査協力

文化課文化財係長  山田 聡

文化課文化振興係主任主事  松岡 直子

北方建設課主任主事     甲斐 留美

文化課文化財係専門員    小野 信彦

宮崎県文化財課

宮崎県埋蔵文化財センター、宮崎県総合博物館、宮崎県立西都原考古博物館、

宮崎県市町村埋蔵文化財担当者及び地元関係各位
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Ⅱ . 調 査 の 内 容

1.調査の概要

調査は、工事により昨年度行った確認調査の結果を踏まえ、工事により影響を受ける部分を実施

した。東原遺跡 (第 7次)で は、竪穴住居跡を 1基検出した。北久保山遺跡 (第 2次 )で は土坑 と道路状

遺構を検出した。東原遺跡の竪穴住居跡 と北久保山遺跡の土坑は、アカホヤ層上面から掘 り込まれ

ている。遺構に道路状遺構は、厚 く堆積する埋上の中間部で硬化面 として検出したが、轍は見 られ

ない。共伴する遺物が無 く時期については不明である。両遺跡 ともに縄文時代早期及び旧石器時代

の包含層中より若干の遺物を検出している。

2.基本層序

本遺跡の基本層序は以下の通りである。

I層 …表土層 (約20cm)

Ⅱ層…茶褐色土層 (約20cm)

Ⅲ層…黒色土層。パサつく。(約30cm)一部を除き削平されている。

Ⅳ層…アカホヤ層 (約20cm)

V層…黒褐色土層 (約20cm)やや粘質。縄文時代早期の遺物が出土。

Ⅵ層…黄褐色土層 (約20cm)粘質。旧石器時代の遺物が出土。

7次 )

2.調査位置図(1/1,500)
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3.東原遺跡

アカホヤ層上面で竪穴住居跡を検出したが、大部分は、以前の市道拡幅工事及び木根等によ

る削平や攪乱により規模、主柱穴等は不明である。床面はほぼ平坦である。柱穴に近接 して焼

土の集中が見られたが、浅 く堆積するのみで掘 り込みは確認されなかった。竪穴住居跡の出土

遺物には高杯、鉢、甕等があり、時期は古墳時代前期 と思われる。南側には一部アカホヤ層が削

平を免れて残 ってお り、旧石器時代の剥片や縄文時代早期の押型文土器及 びチャー ト製の石

鏃等が出土 している。
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3。東原遺跡遺構配置図・竪穴住居跡実測図・出土遺物実淑1図 (1/100、 1/40、 1/3、 2/3)
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4.北久保山遺跡

現況は畑であり、アカホヤ層検出面近くまで厚く耕作のための埋土が堆積する。ほとんどの遺物

がこの埋土中より出土している。埋上の中間部で硬化面を検出したが、出土遺物は無く時期につい

ては不明である。また、アカホヤ層上面から掘 りこまれた土坑を 1基に検出している。平面形は不

定形で断面はすり鉢状を呈する。出土遺物としては、縄文時代晩期粗製深鉢の胴部片が 1点のみで

ある。アカホヤ層下位での出土遺物はほとんど無く、調査区南端で細石核と剥片尖頭器等が出上し

た。 しかし、細石刃の出土はなく、剥片・砕片の出土もほとんどない。

(S‐ 1/80)

(S‐ 1/3)

4.北久保山遺跡遺構配置図・土層断面図・検出遺構実測図・出土遺物実測図(1/200、 1/80、 1/30、 1/3)
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5。 北久保山遺跡出土遺物実測図(1/3、 2/3)
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5,遺構と遺物

今回の調査で検出された遺構は、東原遺跡 (第 7次)で竪穴住居跡を1基、北久保山遺跡で、土坑 1基・道

路状遺構 1基のみである。竪穴住居跡は大部分が木の根による撹乱及び以前の市道拡幅調査により削

平されている。出土遺物から古墳時代前期と考えられるが、詳細は不明である。北久保山遺跡で検出し

た土坑は、埋上のほとんどが黒色土の落ち込みと思われ、中から縄文時代晩期の粗製深鉢胴部片が 1点

出土している。黒色土は縄文時代晩期の包含層と思われるが、出土遺物は多くない。黒色上の上面では、

道路状遺構と思われる硬化面を検出した。しかし、遺物の出土はなく、轍・〕F水施設等も見られず時期等

詳細は不明である。

東原遺跡では、竪穴住居跡から出土した遺物を除くとアカホヤ層下位で縄文時代早期のチャー ト製

の石鏃や山形押型文土器、旧石器時代の剥片等が若干出土したのみである。工事の大半が旧石器時代包

含層まで達するものでないため、ほとんどの地区で包含層が保存されることになった。

北久保山遺跡では、旧石器時代のホルンフェルス製の剥片尖頭器・流紋岩・ホルンフェルス製の船野

型細石核、縄文時代晩期の粗製深鉢土器。精製浅鉢土器・砂岩製の打製石斧、弥生時代終末期～古墳時代

初頭期の壺・鉢・椀・甕等が出土した。埋土中の出土遺物は各時代にわたっている反面、旧石器時代・縄文

時代早期・縄文時代晩期の包含層からの出土遺物は少ない。また、須恵質の口縁部片(38)が北方地区で

は初めて出土した。鉢とも考えられるが、時期は不明である。今後、類例の増加に期待したい。

6.出 土遺物実測図 (1/3)

野培 出土地点 層 器種 (石 材 )・ 部位 文様・調整・色調等(外 ) 文様・調整。色調等 (内 )
最長cm
(器高 )

幅ｃｍ

・底径，

最

ｍ
ｍ
ぅ

ｃ
土

厚

胎

最

ぐ 成

量

焼

重

て

1 東原(第 7次) 1靴居壷・口縁部
オ
フ ナデ 指押さえ 黄褐色 ナデ 指押さえ 黄褐色 I～ 2mm程の砂粒を少量含む 良

2 東原(第 7次) IH蜘 鉢・口縁部 ナデ 橙色 ナデ 軽く指押さえ 褐色 1～ 244の砂粒を含む 良

3 東原(第 7次) 1訛月甕 。口縁部～頸部 ナデ 指押きえ スス付着 赤褐色 ナデ 指押さえ スス付着 黄褐色 260 1～ 4 on程 の石を多く含む 良

4 東原(第 7次 ) 1靴居甕・底部 タタキ 指押さえ 橙色 ハケロ ナデ 指押さえ うすい黄橙色 60 3～ 5 mIの小石を含む 良

5 東原(第 7次) lH勘 高邪・脚部 ナデ 橙色 ナデ 指押さえ 橙色 1～ 211の粒子を少し含む 良

東原(第 7次) l号 [捉 鉢・底部 ナデ 指押さえ  にぶい茨色 ハケロ ナデ 指lTさ え にぶい貢色 1剛程の粒子を少し含也 良

7 東原(第 7次 ) 1靴居獅・H同 淵
`―

腰乱 ナデ 指押さえ 黒っぱい灰色 ハケロ 指押きえ 橙色 スス付着 1～ 2血の小石を含む 良

8 東原(第 7次 ) 石 鏃・チ ャ ー 印部欠損 鍬形鏃

東原(第 7次 ) 5 押形文土器・口縁部 山形押型文 茶褐色 上部に山形押型文 茶褐色 l ltt程の粒子を含む 良

北久保山(第 2茨 ) 一IE 細石核・流紋岩 打面調整なし 剥離面調整あり 1576
Jと久供山(舅 2次 ) 5下も 糸Ш右 核・ 流 叔 君 打面調整なし 側面調整を施す ブランク 603
北久保山(第 2茨 )

一IF 細石核・ホルンフェルス lT面調整なし 側面調整を施す 剥離面調整あリ プランク 808
北久保山(第 2次 ) 石核・チャー ト 灯面調整あり 打面転移あり 節理面あり 330
北久供山(第 2次 ) 剥片尖酸器・ホルンフェルス 打面調整なし 側縁凸部に使用痕アリ

北久保山(第 2次 ) 加Iを有する剥片・ホルンフェルス ∬面調整なし 側縁部に便用痕アリ 先端部欠損

北久保山(第 2次 ) 一IE 石鏃。泥岩 脚部欠損 275
〕と次供山(第 2次 ) 一掟 加工を有する剥片・頁岩 基部加工は粗い 先端部欠損

北久保山(第 2次 ) 加工を有する剥片・砂岩 切断 端部の加工は粗い 自然面を有す 11511
北久保山(第 2次 ) 一 檸 石錘・粘板岩 打欠石錘 7584

20 北次保山(第 2次 )
一揮 土 鍵 瑞部 欠 損  指 ナ デ に よ る調 整 艮

北久保山(第 2浚 ) ―TF 伏 右 叩 君 磨面の一部が受熟により剥離 25971
北久保山(第 2次 )

一挺 垂飾品。蛇紋石 一部欠損

北次俣山(第 2次 ) 子J裂右 斧・ 砂 君 一部自然面が残る 丞部欠損 1366
北欠保山(第 2玖 ) ―TF 打製石斧・砂岩 片面に自然面が残る 基部欠損 1577
北久保山(第 2次 ) 一担 深鉢 。胴部 隋円押形文 灰褐色 ナデ 灰褐色 l mld稚 の札子を含む 良

Jと欠俣山(第 2次 ) 一IP 精 裂 残 豚・ 国 縁 部 ヘラミガキ 灰赤褐色 ヘラミガキ 赤茶褐色 輔色～茶01～ 1剛砂粒 艮

北久保山(第 2浚 ) ―TF 粗製深鉢・口縁部 貼り付け突帝文 赤褐色 赤褐色 九1～ 2mmI1/「 種(黄公弼色) 良

北久保山(第 2次 )
一担 鉢・口縁部 ナデ 赤褐色 ナデ 赤褐色～灰色 }1～2mmの秒糀(赤褐色～茶) 良

北次保山(第 2次 ) 一樫 鉢・口縁部 ヨコナデ 淡赤色 ナデ 灰黄色 0 3mm程度の砂粒含む 艮

30 北川県山(第 2浚 ) ―TF 壷・口縁部 ハケロ 淡橙色 ハケロ ナデ 指痕あり 淡橙色 1～3mm砂粒含む 良

北欠保山(第 2次 ) 一IF 壼。口縁部(安 国寺系) ハケロ 淡橙色 波状日縁の一部残 ナデ 淡黄色 206観紛 1～3mm砂粒含む 良

Jと次保山(第 2次 ) 一揮 豆・口縁部(安 国寺系) 刻み目突〒 暗めの橙色 ナデ 灰褐色 I～02mm砂粒'5mln4巧含む 艮

北久保山(第 2浚 ) ―TF 甕・口縁部 ナデ ー部にスス付着 淡橙色 ハケロ ナデ ー部にスス付着 淡橙色 1～3mm砂粒含む 良

北久保山(第 2次 ) 一担 壷・口縁部 ハケロ ナデ 指痕あり 淡℃色 スス付着 ハケロ ナデ 淡橙色 1～3mm砂粒含む 良

北次保山(第 2狭 ) 一揮 覇・ 民 部 タタキ  淡橙色 タタキ ナデ 淡橙色 1～ 5ml砂粒含む 艮

北久保山(第 2浚 ) ―TF 奪・ 辰 ヨ

`

タタキ  淡橙色 風化のため不鮮明 淡橙色 1～ 51nn砂粒含む 良

北久保山(第 2次 )
一担 高杯 。脚部 ハケロ 指押さえ 淡橙色 ハケロ ナデ 淡橙色 1～ 5mlp粒含む 良

北欠保山(第 2次 )
一揮 鉢 ?・ 回 縁 部 ナデ 淡買精色 スス付看 ハケロ ナデ 灰黒色 ～2mm砂約含む 艮
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Ⅲ . お わ り に

今回の市道改良工事に伴う埋蔵文化財調査では、調査区が拡幅部分のみに限定された上に流土防止

の為に土手部分を確保する必要があり、遺構検出に十分な幅を確保できなかった。また、以前の市道工

事や木や竹の根による撹乱により調査できる部分が限られ、遺構の検出に困難が生じた。このような状

況の中で東原遺跡 (第 7次)では堅穴住居跡 1基、北久保山遺跡 (第 2次)では土坑 1基、道路状遺構を検

出した。

遺物では、旧石器時代の加工を有する剥片。剥片尖頭器・糸田石核、縄文時代の石器・土器、弥生～古墳時

代の土器が出土したが、ほとんどは埋土中からの出土である。また、土錘・石錘の出土もあり、五ヶ瀬川

及び五ケ瀬川に注ぐ小河川に生息する川魚の獲得という生活の一端を示す資料となった。

旧石器時代では、遺構の検出はなく、包含層からの出土遺物も少ない。工事の多くが包含層までに達

しないため、大部分は保存される形となった。しかし、細石核や剥片尖頭器の出土したことで、今後、掘

削が伴う開発には十分注意する必要がある。

縄文時代早期では、包含層中から土器や石器が出土したが、集石遺構や連結土坑などの検出はなかっ

た。遺物の出土数は少ない。しかし、埋土中には焼けた礫も混じることなどから、周辺には良好な包含層

や集石遺構の存在が予想される。縄文時代晩期の遺物は、弥生時代の遺物と混在して出土している。石

製装飾品等の出土例もあり、周辺には祭祀遺構等良好な遺構の存在が予想される。

当地域における弥生～古墳時代の竪穴住居跡の検出例は、これまでの調査例に最近調査された延岡

～北方道路の調査事例を加えると50例を超える。その中には、急傾斜地や尾根の端部などから検出した

竪穴住居跡の調査例もあり、山間部における集落のあり方を考える上で興味深い。今回は一部の検出で

あるが、東原地域で初めて竪穴住居跡を検出した。北久保山遺跡では、高杯や甕・鉢等がまとまって出土

したが遺構の検出は無かった。今後、周辺の開発事業には十分注意しなければならない。

8.北久保山遺跡空中写真 (東 よ り)
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9。 東原遺跡 近景 (南 か ら) 10。 東原遺勁 竪穴住居跡検出状況
(】しか ら)

12.束 原遺跡 縄文時代早期遺物 出土状況
(南 か ら)

11.東原遺跡 竪穴住居跡内遺物 出土状況
(西 か ら)

14.北 久保 山遺跡 近景 (西 か ら)
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13,東 原遺跡 出土 遺物 (Nol～ 9)



16.北久保山遺跡 土坑検出状況
(北 か ら)

15,北久保 山遺跡 道路状遺構検 出状況
(東 か ら)

17.北 久保山遺跡 旧石器時代遺物 出土状況
(南 か ら)

18.北久保山遺跡 中学生 による発掘調査体験

20.北久保 山遺跡 出土遺物 (No25～ 38)

■

期

守

靱

騨

Ｂ

Ｂ

　

け

Ｌ
軒
Ｂ

Ч

革
■

，
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出土遺物 (No10～ 24)19.北 久保山遺明
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所 収 遺跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

東 原 遺 跡 包蔵地
縄文時代
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縦穴住居跡 土器。石器等
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